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先進国8資産分散ファンド 
愛称 “プラチナ８

エイト

” 
運用報告書(全体版) 

 
第４期（決算日2019年７月29日） 

 
作成対象期間（2018年７月31日～2019年７月29日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2015年７月30日から2020年７月28日までです。 

運 用 方 針 

先進国8資産分散マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、日本、米国、ドイツ、オースト
ラリアの国債および本邦通貨表示の短期有価証券を実質的な主要投資対象とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物
取引等の有価証券先物取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に運用を行うことを基本とします。 
マザーファンド受益証券の組入比率は原則として高位を基本とします。ただし、基準価額（１万口当たり。支払済みの分配金累計額は
加算しません。）が一定水準（11,000円）以上となった場合には、短期有価証券、短期金融商品等の安定資産による安定運用に切り替
えることを基本とします。 
為替ヘッジはマザーファンドにおいて行うため、当ファンドにおいては原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 
先進国8資産分散ファンド マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
日本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債および本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とし、日本、
米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物取引等の有価証券先物取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
先進国8資産分散ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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先進国8資産分散ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2015年７月30日 10,000 － － － － － － 5,007 

１期(2016年７月28日) 10,235 0 2.4 － 28.5 68.1 － 8,354 

２期(2017年７月28日) 10,176 0 △0.6 － 20.6 75.4 － 4,649 

３期(2018年７月30日) 10,299 0 1.2 － 25.7 68.8 － 3,443 

４期(2019年７月29日) 10,498 0 1.9 － 27.6 71.0 － 2,379 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、マザーファンドを通じて、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債および円建ての短期有価証券を実質的な主要投資対

象とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリアの株価指数先物取引等の有価証券先物取引等を実質的な主要取引対象とするファンドであ

り、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年７月30日 10,299 － － 25.7 68.8 － 

７月末 10,284 △0.1 － 25.6 69.0 － 

８月末 10,300 0.0 － 27.1 65.7 － 

９月末 10,246 △0.5 － 27.4 58.1 － 

10月末 10,050 △2.4 － 17.8 66.0 － 

11月末 10,050 △2.4 － 8.6 79.0 － 

12月末 10,081 △2.1 － 4.2 85.6 － 

2019年１月末 10,130 △1.6 － 5.9 89.4 － 

２月末 10,179 △1.2 － 7.8 89.7 － 

３月末 10,285 △0.1 － 8.5 89.8 － 

４月末 10,273 △0.3 － 14.1 80.0 － 

５月末 10,308 0.1 － 18.0 78.4 － 

６月末 10,445 1.4 － 27.1 71.6 － 

(期  末)       

2019年７月29日 10,498 1.9 － 27.6 71.0 － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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先進国8資産分散ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年７月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

日米独豪の長期国債への投資やオーストラリアの株式への投資が基準価額の上昇に寄与し

ました。一方、日独の株式への投資が基準価額の下落に影響しました。なお、米国の株式への

投資は、当作成期間累積では影響が限定的でした。 

また、為替については、当作成期間を通じてほぼフルヘッジの状態を保ったため、為替変動

の影響は限定的でしたが、為替ヘッジのコスト等が基準価額の下落に影響しました。 
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先進国8資産分散ファンド

○投資環境 

当作成期首から2018年８月末は、債券市場については、日銀による長期金利操作が柔軟化し

たことなどを背景に日本の国債利回りが上昇（価格は下落）しましたが、米独豪の国債利回り

は低下（価格は上昇）しました。株式市場については、米豪の株式市場は上昇しましたが、日

独の株式市場は下落しました。 

 

2018年９月は、債券市場については、世界的な貿易摩擦への懸念の後退により日米独豪の国

債利回りは上昇しました。株式市場については、各国の好調な企業業績などを背景に日米の株

式市場は上昇しましたが、独豪の株式市場は下落しました。 

 

2018年10月は、債券市場については、世界的な株価下落などを背景に日独豪の国債利回りは

低下しました。株式市場については、米中貿易摩擦への懸念が高まったことなどを受けて、日

米独豪の株式市場は大幅に下落しました。 

 

2018年11月は、債券市場については、将来の利上げ観測が後退したことなどを背景に日米独

の国債利回りは低下しました。株式市場については、米国長期金利の低下などを背景に日米の

株式市場は上昇しましたが、オーストラリアの株式市場は下落しました。 

 

2018年12月は、債券市場については、米国株の大幅な下落や世界的な景気後退懸念などを背

景に日米独豪の国債利回りは低下しました。株式市場については、米政府機関閉鎖に対する懸

念などを背景に米国の株式市場は大幅に下落し、日独豪の株式市場もこれに追随する形で下落

しました。 

 

2019年１月は、債券市場については、米国が追加利上げに慎重になるとの見方が強まったこ

となどを背景に米独豪の国債利回りは低下しました。株式市場については、米中の通商交渉に

対する懸念の後退などを背景に米国の株式市場は上昇し、日独豪の株式市場も上昇しました。 

 

2019年２月は、債券市場については、ユーロ圏の成長見通しの引き下げやRBA（豪州準備銀

行）総裁が利上げに中立的な姿勢を示したことなどを背景に独豪の国債利回りは低下しまし

た。また、米国の国債利回りはおおむね横ばい、日本は低下となりました。株式市場について

は、米中の通商協議の進展期待などを背景に日米独豪の株式市場は上昇しました。 

 

2019年３月は、債券市場については、世界的な景気減速懸念の高まりやFOMC（米連邦公開

市場委員会）で年内の利上げ休止の見通しが示されたことなどを背景に日米独豪の国債利回り

は低下しました。株式市場については、米中通商協議の進展期待などを背景に米豪の株式市場

は上昇しました。一方、ドイツの株式市場は下落、日本の株式市場はおおむね横ばいとなりま

した。  
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先進国8資産分散ファンド

2019年４月は、債券市場については、米国の堅調な経済指標などを背景に米国の国債利回り
は上昇、日独豪の国債利回りも上昇しました。株式市場については、米中貿易協議の進展期待
などを背景に日米独豪の株式市場は上昇しました。 

 
2019年５月は、債券市場については、世界的な貿易摩擦の激化による景気減速懸念などを背

景に、日米独豪の国債利回りは低下しました。株式市場については、世界的な貿易摩擦の激化
に対する懸念の高まりなどを背景に日米独の株式市場は下落しました。 

 
2019年６月は、債券市場については、パウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長の発言な

どを受け、米国の早期利下げ観測が高まったことなどを背景に、日米独豪の国債利回りは低下
しました。株式市場については、米中貿易協議の進展期待の高まりなどを背景に日米独豪の株
式市場は上昇しました。 

 
2019年７月から当作成期末は、債券市場については、ECB（欧州中央銀行）の緩和期待やRBA

が利下げを行なったことなどを背景に、独豪の国債利回りは低下しました。一方、日米の国債
利回りはおおむね横ばいとなりました。株式市場については、世界的な金融緩和期待の高まり
などを背景に日米独豪の株式市場は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［先進国8資産分散ファンド］ 
主要投資対象である［先進国8資産分散マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ、これ

を維持しました。 
 

［先進国8資産分散マザーファンド］ 

投資対象資産のリスクや利回りおよび市場環境（トレンド）を分析し、リスク水準を一定範
囲内程度に抑えつつ、効率的に収益を獲得することを目指して、投資比率等のポジションを決
定し、適宜見直しました。 

 
当作成期首時点の株式への投資比率の合計は26％程度、債券への投資比率の合計は69％程度

でした。 
当作成期首から2018年９月にかけて、株式の上昇トレンドが継続した一方、債券の下落トレ

ンドが継続したことを背景に、2018年９月末時点の株式への投資比率の合計は27％程度へ引き
上げ、債券への投資比率の合計は58％程度まで引き下げました。 

2018年10月から12月にかけて世界的に株式市場が下落したことで株式の下落トレンドが発
生し、2018年12月末時点の株式への投資比率の合計は４％程度まで引き下げました。一方、債
券への投資比率の合計は86％程度まで引き上げました。 

その後、当作成期末にかけては、株式市場が回復し、再び株式の上昇トレンドが発生したこ
とや、国債利回りの低下（価格は上昇）により、株式の投資比率を引き上げた一方、債券の投
資比率は引き下げ、当作成期末時点の株式への投資比率の合計は28％程度、債券への投資比率
の合計は71％程度としました。  
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先進国8資産分散ファンド

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、マザーファンドを通じて、日

本、米国、ドイツ、オーストラリアの国債およ

び円建ての短期有価証券を実質的な主要投資対

象とし、日本、米国、ドイツ、オーストラリア

の株価指数先物取引等の有価証券先物取引等を

実質的な主要取引対象とするファンドであり、

値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベ

ンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、基準価額水準等を勘案して、決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2018年７月31日～ 
2019年７月29日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 570  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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先進国8資産分散ファンド

◎今後の運用方針 

［先進国8資産分散ファンド］ 

主要投資対象である［先進国8資産分散マザーファンド］受益証券の組入比率を高位に維持

します。 

 

［先進国8資産分散マザーファンド］ 

投資対象資産のリスクや利回りおよび市場環境（トレンド）を分析し、リスク水準を一定範

囲内程度に抑えつつ、効率的に収益を獲得することを目指して、投資比率等のポジションを決

定します。投資比率は適宜見直します。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年７月31日～2019年７月29日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 92  0.905  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (44)  (0.431)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (44)  (0.431)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.043)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.004)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.013   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.005)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 93   0.922    

期中の平均基準価額は、10,219円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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先進国8資産分散ファンド
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先進国8資産分散ファンド

○売買及び取引の状況 (2018年７月31日～2019年７月29日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
先進国8資産分散マザーファンド － － 1,074,015 1,138,501 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年７月31日～2019年７月29日) 

 

＜先進国8資産分散ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜先進国8資産分散マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 6,068 838 13.8 6,202 1,248 20.1 

平均保有割合 38.9%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 128千円 
うち利害関係人への支払額（B） 24千円 

（B）／（A） 19.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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先進国8資産分散ファンド

○組入資産の明細 (2019年７月29日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

先進国8資産分散マザーファンド 3,249,427 2,175,412 2,367,718 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年７月29日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

先進国8資産分散マザーファンド 2,367,718 98.3 

コール・ローン等、その他 40,820 1.7 

投資信託財産総額 2,408,538 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊先進国8資産分散マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,674,904千円）の投資信託財産総額（6,584,523千円）に対す

る比率は40.6％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝108.45円、１ユーロ＝120.73

円、１豪ドル＝74.92円。 

 

 

親投資信託残高 
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先進国8資産分散ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年７月29日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,408,538,432   

 コール・ローン等 16,472,671   

 先進国8資産分散マザーファンド(評価額) 2,367,718,687   

 未収入金 24,347,074   

(B) 負債 29,188,440   

 未払解約金 16,796,674   

 未払信託報酬 12,347,693   

 未払利息 31   

 その他未払費用 44,042   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,379,349,992   

 元本 2,266,544,593   

 次期繰越損益金 112,805,399   

(D) 受益権総口数 2,266,544,593口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,498円 
 

（注）期首元本額は3,343,722,714円、期中追加設定元本額は０円、期

中一部解約元本額は1,077,178,121円、１口当たり純資産額は

1.0498円です。 
 

○損益の状況 (2018年７月31日～2019年７月29日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     12,031   

 支払利息 △     12,031   

(B) 有価証券売買損益 71,807,522   

 売買益 75,164,910   

 売買損 △  3,357,388   

(C) 信託報酬等 △ 26,773,881   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 45,021,610   

(E) 前期繰越損益金 82,563,636   

(F) 追加信託差損益金 △ 14,779,847   

 (配当等相当額) (    1,683,926)  

 (売買損益相当額) (△ 16,463,773)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 112,805,399   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 112,805,399   

 追加信託差損益金 △ 14,779,847   

 (配当等相当額) (    1,683,926)  

 (売買損益相当額) (△ 16,463,773)  

 分配準備積立金 127,585,246   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年７月31日～2019年７月29日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年７月31日～ 
2019年７月29日 

a. 配当等収益(経費控除後) 26,304,777円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 3,811,547円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,683,926円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 97,468,922円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 129,269,172円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 570円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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先進国8資産分散ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 



添付ファンド_9pt_781523.indd   13添付ファンド_9pt_781523.indd   13 2019/08/22   12:37:222019/08/22   12:37:22



－ 14 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   14添付ファンド_9pt_781523.indd   14 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 15 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   15添付ファンド_9pt_781523.indd   15 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 16 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   16添付ファンド_9pt_781523.indd   16 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 17 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   17添付ファンド_9pt_781523.indd   17 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 18 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   18添付ファンド_9pt_781523.indd   18 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 19 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   19添付ファンド_9pt_781523.indd   19 2019/08/22   12:37:232019/08/22   12:37:23



－ 20 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   20添付ファンド_9pt_781523.indd   20 2019/08/22   12:37:242019/08/22   12:37:24



－ 21 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   21添付ファンド_9pt_781523.indd   21 2019/08/22   12:37:242019/08/22   12:37:24



－ 22 －

添付ファンド_9pt_781523.indd   22添付ファンド_9pt_781523.indd   22 2019/08/22   12:37:242019/08/22   12:37:24



＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2019年7月29日現在）
年　月 日
2019年７月 －

８月 ２、５
９月 ２
10月 ３、４、７
11月 11、28
12月 24、25、26

※ 2019年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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